
平成２１年１２月１５日

各 位

但陽信用金庫

地域密着型金融の取組み「当金庫の多重債務問題への取組みについて」を

近畿財務局より顕彰いただきました。

平成２１年１２月１４日（月）に、近畿財務局主催の「地域密着型金融に関す

るシンポジウム」が神戸国際会館で開催され、当金庫の「地域密着型金融に関す

る取組み」の一つである「多重債務者問題への取組みについて」が評価され、近

畿財務局より、昨年に続き二年連続で顕彰いただきましたのでお知らせいたしま

す。

シンポジウムにおいて、下記の通り事例発表を行いました。

記

■ 「地域密着型金融に関するシンポジウム」の概要について

（１）日 時

平成２１年１２月１４日（月）１３：３０～１６：００

（２）会 場

神戸国際会館 ９階 大会場

（所在地：神戸市中央区御幸通８‐１‐６）

（３）当金庫の顕彰対象の取組み

「当金庫の多重債務者問題への取組みについて」

地域金融機関には、地域のステークホルダーの生活基盤を支援する機

能の強化と、その解決に向けての関わりが求められています。当金庫は、

「おまとめローン」等を活用した「返済負担軽減」「生活再生」への相談

業務に取り組んでいます。

当金庫では、金融に関する相談はもちろん、金融以外のあらゆる相談業務に

ついても関わっていくことが地域金融機関の社会的使命であると考え、地域に

おける「よろず相談所」「地域の交番所」を目指して“よろず相談信用金庫”を

標榜し、地域密着型金融の実践に努めています。







地域密着型金融の取り組みについて、

近畿財務局長より顕彰される

平成 21 年 1 月 16 日、近畿財務局主催の「地域密着型金融に

関するシンポジウム」が、神戸国際会館において開催されました。

その中で、当金庫が取組んでいる『「住民の自主的なまちづ

くり」に向けた取組みへの支援』が、地域密着型金融の推進の

一つの柱である「地域の情報集積を活用した持続可能な地域経

済への貢献」の具体的事例として、近畿財務局長より顕彰され

ました。

シンポジウムでは、地域サポーター制度「生野ひいきの会」

が実施する各種支援事業等について、パワーポイントを使用し

て発表・説明し、多くの参加者から好評を得ました。

当金庫では、「育ててもらった この街に いろんな夢を いろ

んな力を」をキャッチフレーズに、地域の人々に支えられ、現

在がある。その感謝の気持ちを、あらゆるサービスで還元して

行く。それは金融業務だけでなく、「よろず相談 信用金庫」を

目指すことであると思っています。

今後とも、地域とともに、生きて考えて行動する金庫である

ように尽力して参りますので、引き続きご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成 21 年 1 月 16 日






